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（注意）持ち込み不可。4 問すべてに答えること。解答の順番は問わないが、解答番号を明記すること。 

 

第 1 問  

 租税の影響に関して、以下の文章は正しいか。正しければ○、誤っていれば×を記入し、

その根拠を簡潔に書きなさい。（各 5 点・計 25 点） 

① 支出税を課すためには、消費額を正確に把握する必要がある。 

② 担税力が増すほど税負担も増えるべきであるという考え方を「水平的公平」という。 

③ 税率を上げれば、必ず税収が増える。 

④ 労働所得税の負担を軽くすると、労働供給は必ず増加する。 

⑤ 日本の法人税率が海外の法人税率よりも高いと、日本企業の海外移転を促進し、国内産

業の空洞化を招く。 

 

第 2 問  

 社会保障制度に関する以下の設問に答えなさい。 
① 年金によって対処される「リスク」とは何か。生命保険と対比して説明しなさい。（5 点） 
② 公的年金制度改革で話題に上る「二重の負担」とは何か。簡潔に説明しなさい。（10 点） 
③ 医療保険に対して公的関与が行われる理由について、「価値財」以外の例を挙げ、簡潔に

説明しなさい。（10 点） 
 

第 3 問  

 育児・教育に関する以下の設問に答えなさい。 
① バウチャー方式を採用することの長所は何か。1 行程度で簡潔に説明しなさい。（5 点） 
② 認可保育園で多数の待機児童が生じている原因について、経済学的に 1 行程度で説明し

なさい。（10 点） 
③ 大学教育の持つ意味について、人的資本理論とシグナリング理論の違いを簡潔に説明し

なさい。（10 点） 
 

第 4 問  

 ある政府の毎年の財政について、収入を T、消費支出を C、投資支出を I、国債の利払い費

を R とする。また、今年の財政赤字は 50 兆円、基礎的財政赤字は 20 兆円、国債の利子率は

年利 5％であった。ただし、この政府は資産を保有しないものとする。このとき、以下の設

問に答えなさい。 
① 財政赤字を T, C, I, R を用いて式で表しなさい。（5 点） 
② 基礎的財政赤字を T, C, I, R を用いて式で表しなさい。（5 点） 
③ 年の初めの国債残高に対して利払い費が決まるものとすると、今年初めの国債残高はい

くらであったと考えられるか。計算過程も示すこと。（10 点） 
④ 来年初めの国債残高はいくらになると考えられるか。計算過程も示すこと。（5 点） 


